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POINTPOINT

KDDIは、長期ビジョン「KDDI VISION 2030」の実現に向け、通信を核
としたサテライトグロース戦略を推進しています。本パートでは、CSOメッ
セージを通じてその戦略の方向性をご紹介するとともに、データやAIを活
用した新たな取り組みや、知的財産戦略についてご紹介しています。

また、マテリアリティに基づくサステナビリティ中期目標の進捗をご覧いた
だけます。

具体的な取り組みや社員の声は、WEBサイト「KDDIトビラ」などもぜひご
覧ください。

 KDDIの技術力 KDDI BUSINESS KDDIトビラ

WEB  LINK
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KDDIの価値創造経営

中期経営戦略と新価値提供

CSOメッセージ

KDDI VISION 2030で掲げる「つなぐチカラ」は、創業以来変わらぬ当社の価値創造の源泉で
あり、日々進化を遂げています。携帯電話、インターネットの誕生、スマートフォンの普及といった
技術の進展に伴い、「つなぐ」ことで提供される機能やアプリケーションは多様化し、その対象は人
に限らず、あらゆるモノやシステムへと拡がっています。過去、音声通信が主流だった時代には、
安価な電話サービスの提供が価値の中心でしたが、今日では通信が生活や産業を支える社会イン
フラとなり、「つなぐチカラ」が解決できる社会課題は拡大の一途をたどっています。今後、AIの社
会実装が、このプロセスをさらに加速させるでしょう。
私たちKDDIは、社会を支える重要インフラの担い手として、通信エリアの拡大や品質向上に取

り組むとともに、通信とのシナジーを通じて事業ポートフォリオを拡大し、成長を続けてきました。
価値創造ストーリーに示されているように、当社はデジタルとリアルの両面での顧客接点やパート
ナーシップにおける強みを持ち、5Gによる強靭な通信基盤を基にした「つなぐ」ための高度な技
術力と運用力、さらに安定した財務基盤など、有形無形の強みを有しています。この総合的な「つ
なぐチカラ」を活用し、KDDI VISION 2030が目指す持続可能な社会の実現に向け、当社のビジ
ネスモデルを不断に進化させ、企業価値の向上を目指し、ステークホルダーの期待に応えてまい
ります。

当社の中期経営戦略は、5G通信、それと一体となったデータ、AIをコアとし、その周辺のサテ
ライトの各事業が引力で引きあうように双方向性のシナジーを発揮し、各事業の成長を目指すも
のです。先ずは、全てが通信でつながる時代において、今一度競争力の源泉である通信品質を磨
き上げ、新たな価値として認めていただき、その価値に見合った対価をいただけるようにリインベ
ンションすることが極めて重要であると考えています。今年4月に開始した「au Starlink Direct」
では、空が見えればどこでもつながる革新的なエリアを提供します。また、7月に開始した「au 
5G Fast Lane」は、対象のお客さまに多くの無線リソースを割り当てることで高速通信をご利用
いただけるサービスです。こうした新たな価値提供に挑戦し続けることで、通信の事業基盤をより
強固にするとともに、社会への還元を考えています。

サテライトグロース戦略の
推進による企業価値の最大化

取締役執行役員常務
CSO 兼 CDO
経営戦略本部長 兼 
オープンイノベーション推進本部長
勝木 朋彦
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※1 「つながる体感」とは、Opensignal社の「信頼性エクスペリエンス」評価等に基づき、au回線でネットワーク接続した際にお客様により快適で
安定したサポートを実現することを指します。詳細はOpensignalウェブサイトをご覧ください。41カ国、142MNO比較。データ提供期間
2024年7月1日～12月27日  © OpensignalLimited

※2	 対象プランで5G SA契約／au 5GSA対応の対象スマートフォンが必要です。環境によりau 5G Fast Laneによる効果が体感し難い場合が
あります

※3	 一定期間内（24時間単位）に大量のデータ通信があった場合、通信速度を制限することがあります 
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空が見えればつながる
－ au Starlink Direct －

海外でもつながる
－ au 海外放題※3 －

つながる体感※1

世界評価No.1

混雑時でも快適につながる※2

－ au 5G Fast Lane －
KDDIならではの
おトクなサービス

AIやIoTが各産業に浸透し、あらゆる機器・サービスが常時ネットワークにつながる超スマート
社会（Society 5.0）が近づいています。当社は20年以上にわたりIoTビジネスを提供しており、
その規模は国内外で5,000万回線を超えています。当社はこれまで自動車などのモビリティ領域
や電力などの社会インフラ領域においてIoTビジネスを拡大させてきた他、近年では、ドローンや
ロボットなど新たな製品への導入も進めています。
こうした大規模なIDと収集されるデータの活用を強みに、企業向けにAI時代のビジネスプラッ

トフォーム「WAKONX」を展開しています。AIを活用したデジタル変革には、膨大なデータの収
集・分析、クラウド基盤の整備、セキュリティ対策と
いったインフラ構築が不可欠ですが、企業単独で
の対応には初期投資や運用面で限界があります。
WAKONXでは、こうした共通インフラをプラット
フォームとしてご提供することで、企業のデジタル
化のスピードアップを支援します。
また、モビリティ、リテール、物流、スマートシティ
など、業界ごとの課題に対応するソリューションや
AIサービスを、パートナー企業と連携しながら展開

CSOメッセージ

当社は2008年に日本初のモバイルに特化したネット銀行を設立して以来、クレジットカード、電
子決済、保険など金融領域を着実に拡大し、2019年にauフィナンシャルグループ体制が発足し
ました。
auじぶん銀行は、預金残高5兆円を超え、2025年オリコン顧客満足度調査®「ネット銀行」に

て2年連続で総合１位を獲得するなど、お客さまから高い評価をいただいています。本年1月に
は、auフィナンシャルホールディングスの完全子会社となり、今後も当社金融事業の中核として成
長を目指します。その他にも、クレジットカード「au PAY カード」の会員数は2024年12月に1,000
万会員を超えるなど、金融サービスの開発と拡大を続けています。銀行と証券の連携も推進して
おり、従来の三菱UFJ eスマート証券株式会社に加え、株式会社SBI証券との業務提携の検討を
開始しました。資産形成への関心は高く、今後もオープンに証券パートナーの拡大を図り、資金移
動の利便性向上や預金金利優遇など価値あるサービスを提供していきます。
そして通信と金融の連携は、当社が業界に先駆けて進めてきた取り組みです。2023年9月か

らは通信サービスと金融サービスを組み合わせた業界初の通信料金プラン「auマネ活プラン」を
提供開始しました。貯蓄や投資への関心が高まる中、日常消費の接点を生かしながら、お客さまの
資産形成サポートを実現しています。
auフィナンシャルグループは、スマホをお使いの全てのお客さまに、スマートフォンで完結する

デジタル金融のメリット、金融包摂をご提供し、全ての人にとって金融をもっと身近なものにする
「つながる金融。」の実現を目指します。

昨年新たなパートナーとなったローソンとは、すでにさまざまなシナジーが生まれています。当
社の通信やデジタルの力により、ローソンの目指す未来のコンビニ「Real × Tech Convenience」

しています。例えばモビリティ分野では、自動車向けIoTの実績を活かし、ロボット、ドローン、AI
を融合させたサービスを準備しています。また、スマートシティ分野では、都市OSと各種サービス
をTAKANAWA GATEWAY CITYで実証し、そのアップデートを全国各地へ展開していきます。
私たちはWAKONXを通じて、企業や社会のデジタル化に必要な機能を、導入しやすい形でご

提供することで、日本企業の競争力強化や社会課題の解決に貢献してまいります。

すべての人にとって金融をもっと身近なものへ

コンビニというリアル接点が生み出す可能性

「WAKONX」日本のデジタル化を加速
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CSOメッセージ

今後の社会は、気候変動や環境リスクの深刻化、地政学リスクやサイバー脅威の高まり、格差や
分断の拡がりといった複雑で多層的な課題に直面していきます。KDDIは通信事業者として、リス
クの高まる世界においてレジリエントで安全な社会インフラを提供する責務を果たすと同時に、AI
やドローン、モビリティなどの先端技術を活用し、課題先進国である日本において、課題解決の先
進企業でありたいと考えています。

KDDI VISION 2030が目指すのは、通信や多様なサービスの提供を通じ、人々の「命」、
「暮らし」、そして「心」を温かく結びつけていくことです。持続可能な未来社会の実現に向
け、安定かつ高品質な通信・AIサービスを核に、価値あるサービス提供と高付加価値型の
経済好循環をパートナーの皆さまと共創し、お客さまやステークホルダーから選ばれ続け
る存在となることで、社会の持続的成長への貢献と企業価値の向上を目指してまいります。
これからのKDDIのさらなる成長にご期待ください。

現中期経営戦略の最終年度である今年度は、事業戦略と経営基盤強化の推進により、財務・非
財務目標を完遂し、次なる成長のための次期中期経営戦略を策定するための重要な1年となりま
す。当社は、経営理念にもとづき自社がどのような存在を目指すのか、そのためにどのような領域
で事業機会を得て、企業価値を最大化するのか検討し、次期中期経営戦略に反映する予定です。
現在も将来も、通信の機能を拡張し、社会に対する重要な責任を果たしていくことに変わりはあ

りません。通信ネットワークの強固な事業基盤の上で、「デジタルデータ×AIによる新たな価値創
出」を通じて、ポートフォリオを強化していきます。当社はこれまでも、通信に新たな付加価値をバ
ンドルしていくパイオニア・ワークを続けてきました。この当社の特徴をより発展させ、事業成長
と企業価値を最大化してまいります。

目指すべき姿と事業機会を捉えた企業価値の最大化

の実現に向けた取り組みが進んでおり、本年6月、当社の高輪新本社にオープンした直営店では、
AIやロボティクスなどの技術を積極的に取り入れ、効果検証やノウハウを蓄積しています。7月に
は社員向けのオフィス環境特化の店舗もオープンし、より実験的な取り組みも導入しています。そ
こで得られたデータや知見をもとに、他店舗への展開や、他のリテール企業向けのソリューション
ビジネス展開も構想しています。
他方、ローソンの持つリアルなコンタクトポイントを起点に、付加価値サービスの強化やPonta

を軸とした経済圏拡大も進展しています。昨年10月に開始した「Pontaパス」は、お客さまが日々
ご利用されるコンビニでおトクな体験が得られるという分かりやすいメリットが好評で、特典利用
ユーザーは延べ2,500万人を超え、サービスの魅力度が向上しています。多くのお客さまにロー
ソンに足を運んでいただき、ローソンの日販向上にも寄与しています。
全国約14,700店舗に毎日約1,000万のお客さまがご来店するローソンのリアル店舗は、従来
当社にはないさまざまなサービスの実現と課題解決の可能性を秘めています。ローソン店舗を
「モビリティハブ」とした取り組みはそのひとつです。秩父市で行った実証では、過疎地域の物流イ
ンフラの代替として、無人ドローンによる配送を実施した他、石川県七尾市では、ローソン店舗の
屋根に設置したAIドローンを活用し、災害発生時の被災状況の確認、日常で発生しうる事件・事
故の初動対応などの警察活動への活用の可能性を見据えた取り組みを行いました。
コンビニという人々の日常生活に密着したローソンは、通信事業を営む競合他社にはない重要
なパートナーです。世界でも例を見ない通信のつなぐチカラと、コンビニの持つリアル接点の強
みの連携により、安心安全な社会の実現に向けた価値を生み出していきたいと思います。

企業価値

時間軸

サービス領域拡充

通信とのシナジー最大化と
商品戦略強化

● 提供価値向上による収益力強化
● 5G投資及びAIによるオペレーションの効率化

つなぐチカラの進化

デジタルデータ×AIによる
新たな価値創出 Orbit2

Orbit1

Core
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お客さま接点・ID

事
業
領
域

リソースシフト ベースの LTV向上

ベース（通信）
収益性の高い通信市場

グロース（付加価値）
IT市場で高成長のデジタル基盤領域

IoT データ
センター

デジタル
BPO

セキュリティ ファシリティ
ソリューション

新規
DX事業
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サテライトグロース戦略

サテライトグロース戦略による事業成長
「サテライトグロース戦略」では5G通信をベースとし、データドリブンの実践と生成AIの社会
実装を進めるコア事業を中心に、これと連携してKDDIの成長を牽引する事業領域「Orbit1（DX
／金融／エネルギー）」と、将来の成長分野である「Orbit2（モビリティ／宇宙／ヘルスケア／
Web3・メタバース／スポーツ・エンタメ）」に取り組み、さらなる事業拡大を推進しています。
また、「サテライトグロース戦略」の推進を通じて、未来に向けてより身近で多様なサービスを国
内およびグローバルに提供し、社会の持続的成長につながる取り組みを進めることで、KDDI 
VISION 2030に掲げる「誰もが思いを実現できる社会をつくる。」ことを目指します。

Core

5G通信をベースとし、データドリブンの実践と生成AIの社会実装を進め、さらなる事業拡大を
目指します。KDDIは業界最多となる約11万局の5G基地局を構築し（2025年6月時点）、ネット
ワーク全体の最適化、通信速度・遅延の改善などに日々取り組んでいます。グローバル分析会社
Opensignal社が2024年10月に発表した日本市場の「モバイル・ネットワーク・ユーザー体感
レポート」では、全18部門のうち13部門で1位を獲得（国内MNOでは最多受賞）、さらに「グロー
バル・モバイル・ネットワーク・エクスペリエンス・アワード2025」（2025年2月27日発表）に
おいても全6部門のうち3部門で世界1位を受賞し、世界的にも高い評価を獲得しました。今後も
エリア拡大や日々の通信品質改善を重ね、お客さまにNo.1の通信品質を提供していきます。

Orbit1

サテライトグロース戦略において成長を牽引するDX／金融／エネルギーの3領域を「Orbit1」
と定義し、通信のお客さま接点を基盤にパートナーとの連携や通信事業とのシナジー最大化に取
り組み、新たな価値を提供することで成長を加速していきます。

（1） DX（デジタルトランスフォーメーション）
KDDIが持つネットワーク・インフラ基盤をベースに、IoTやDX、生成AIなどを活用したソリュー

ションを、パートナーとの連携によりグローバルにワンストップで提供し、お客さまのビジネスの発
展・拡大をサポートしていきます。
2024年5月より、AI時代の新たなビジネスプラットフォーム「WAKONX（ワコンクロス）」を

始動しました。WAKONXを通じて、通信の運用・保守の強みを生かし、セキュリティやクラウドな
どの基盤、データの蓄積・融合・分析をサービスとして提供いたします。また、AIが組み込まれた
サービスやソリューションを各業界に最適化して提供することで、法人のお客さまの事業成長と社
会課題の解決を支援していきます。

また、KDDIが持つ通信基盤と、スタートアップやパートナーの皆さまが持つ専門技術を活用し、
ともに生成AIの基盤整備を加速していきます。AI開発のための基盤として、大規模でセキュアな
計算基盤を整備し、その基盤上で生成AIモデルを構築していきます。整備した計算基盤をスター
トアップやパートナーの皆さまにもご利用いただき、生成AIを活用した事業やサービスの共創を
加速していきます。

KDDI  サステナビリティ統合レポート 202520

20

Introduction

Value Creation

I N D E X

Data

Governance

Management Base

Strategy

Strategy



P I C K  U P

CEOメッセージ

CSOメッセージ

CFOメッセージ

価値創造ストーリー

マテリアリティ

サステナビリティ中期目標

	 CSOメッセージ

▶	 サテライトグロース戦略

	 知的財産戦略

	 マテリアリティ

サテライトグロース戦略

Orbit2

従来のLX（Life Transformation）領域を、「モビリティを中心としたIoT社会への対応」「新技
術への対応」「消費多様化への対応」の観点から5領域に定義。当社の強みである通信や新技術を
活用するとともにパートナリングによってお客さまのライフスタイルの変革に挑戦することで、さ
らなる事業拡大を目指します。

（1）モビリティ
コネクティッドカー、ドローン、ロボット等を通じ、未来のモビリティ制御基盤の社会実装による、
課題解決と新体験創出を目指していきます。

（2）宇宙
スペースXとのパートナリングの深化により、衛星通信の提供機能を拡張し、「空が見えれば、ど

こでもつながる※」体験の実現を目指します。
※�対象機種にて、iOSメッセージアプリ／Googleメッセージアプリ上でのテキストメッセージで先行して提供開始。音声通話とインター
ネット通信は未対応（2025年6月時点）

未来への取り組み

サテライトグロース戦略の推進を通じ、未来に向けてより身近で多様なサービスを国内および
グローバルに提供し、社会の持続的成長につながる取り組みを行っていきます。

（1） To Global（グローバルへの拡大）
モンゴルやミャンマーなどの既存進出国でのコンシューマ事業展開や、データセンターやコネク

ティッドを中心としたKDDI BUSINESSのグローバル拡大を目指します。データセンターは、
TELEHOUSEブランドにて、北米・欧州・アジアを中心にコネクティビティデータセンターを展開、
今後のトラフィック需要増大を見据え、積極的に拡大していきます。また、コネクティッドカー向け
IoTについては、安定した運用基盤に加え、営業力も強化し、事業領域を拡大させていきます。

（2） With Life（もっとお客さまに身近な会社へ）
ローソン協業による顧客接点の拡大や、JCOM、ctc、沖縄セルラー電話など地域に根差したグ
ループ会社と一丸となって地域DXを推進することで、地域のデジタル化に貢献します。

（3） For Future（未来人財・スタートアップ育成）
子ども向け教育の拡充や未来人財育成により、社会の持続的成長を支える人財育成に貢献しま

す。また、スタートアップとのビジネス共創や、スタートアップをKDDIのアセット活用で育成し
IPOを目指す「スイングバイIPO※」を推進し、ともに成長を目指していきます。 
※�宇宙の専門用語で宇宙探査機が惑星の重力を利用して加速するということを表現した言葉。KDDIとソラコムでは、スタートアップが大
企業のサポートを得て成長し上場を目指すことを、スイングバイIPOと呼んでいます

（3）ヘルスケア
個人の健康・医療体験を高めるサービスの拡充や、医療DXで病院業務の効率化を支援します。

（4）Web3・メタバース
法人ニーズに合わせた事業拡大に取り組むとともに、個人向けにはクリエイター支援を通じ、メ

タバースでの新たな体験価値創出を目指します。

（5）スポーツ・エンタメ
スマートフォンでの動画視聴が普及した時代の変化に対応し、パートナー連携によるコンテンツ
視聴の促進や新技術によるコンテンツの魅力化を行っていきます。

（2）金融
当社は、2008年に日本初のモバイルに特化した銀行サービスを立ち上げ、以来、クレジットカー

ド、電子決済、保険など着実に金融サービス領域を拡大しながら、通信と金融のシナジー創出のモ
デルを先行構築してきました。携帯業界初の通信と金融特典がセットとなるスマートフォン向け料
金プラン「auマネ活プラン」は累計契約者数150万人を突破※し、通信サービスの魅力化はもと
より、銀行やクレジットカード事業などの金融サービスの利用拡大につながっています。今後も「通
信×金融」のシナジー最大化を実現し、金融事業と通信事業相互の成長の好循環を目指します。
※auマネ活プランとauマネ活プラン+の合計。2025年3月時点

（3）エネルギー
個人や法人のお客さま向けに、電力小売りやエネルギーソリューションを提供しています。個人
向けにはauでんきを提供、全国で約350万世帯（2025年3月末時点）のお客さまにご利用いた
だいています。今後も通信とのシナジーを最大化することで事業成長を加速していきます。また、
脱炭素関連事業を拡大し、カーボンニュートラルへの貢献と事業成長の両立を目指します。
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KDDIならではの「つながる体感」価値の創出
通信の新たな価値創出にこだわり、2025年4月には衛星とスマートフォンの直接通信サービス、

au Starlink Directを提供開始しました。auだけでなく全てのキャリアのお客さまに提供を行い、
7月には接続者数が100万人を突破しました。多くのお客さまに「空が見えれば、どこでもつなが
る」体験を提供しています。また2025年7月より「au 5G Fast Lane」を提供開始しました。対象
のお客さまに、相対的に多くの無線リソースを割り当てることで、通勤・通学時の電車待ち時間や
大規模イベントなどにおいて「混雑時でも、より快適につながる価値」を実現します。今後も全て
が通信でつながる時代において、競争力の源泉である通信品質の優位性を堅持し、今後も通信品
質を高める取り組みと「つながる体感」価値の提供に挑戦し続けます。

つなぐチカラの進化

高品質な5Gネットワーク〈つながる体感 世界評価No.1〉
KDDIは「いかにより良い通信を実現できるか」を追求し、特に「通信の品質」にこだわってきました。
高速・大容量で快適な5G 通信を行えるSub6／ミリ波の基地局数は5万局超で国内最多（2025
年3月時点）となります。2024年3月の衛星干渉条件の緩和により、Sub6の関東地方のエリアは2.8
倍に拡大しました。また、既存の4G周波数転用による5Gエリアと、高速なSub6のコンビネーショ
ン（デュアルバンド）により、体感品質を重視した5Gネットワークを形成しています。これらの取り組
みが評価され、「グローバル・モバイル・ネットワーク・エクスペリエンス・アワード2025」（2025
年2月27日発表）において、全6部門のうち「信頼性エクスペリエンス」「音声アプリ・エクスペリエ
ンス」「ゲーム・エクスペリエンス」の3部門で世界1位を
受賞、「つながる体感※ 世界評価 No.1」を実現しました。

※「つながる体感」とは、Opensignal社の「信頼性エクスペリエンス」評価等
に基づき、au回線でネットワーク接続した際にお客様により快適で安定した
サポートを実現することを指します。詳細はOpensignalウェブサイトをご
覧ください。41カ国、142MNO比較。データ提供期間2024年7月1日
～12月27日 © Opensignal Limited

次なる成長に向け、Coreとなる通信ネットワークをKDDIの強固な競争基盤にしていく「つなぐ
チカラの進化」と、「デジタルデータ×AIによる新たな価値創出」によるOrbit1・Orbit2の強化
に取り組みます。こうした取り組みを通じて、KDDI VISION 2030の実現を目指していきます。

サテライトグロース戦略の進化

次の成長に向けたこだわり

つなぐチカラの進化

デジタルデータ × AIによる
新たな価値創出

各事業ドメインへの適用を通じ
ポートフォリオを強化

土台となる通信ネットワークを
KDDIの強固な競争基盤に

“つなぐチカラを新たな次元にアップグレード”

Core

Orbit1 Orbit2

※�対象機種にて、iOSメッセージアプリ／Googleメッセージアプリ上でのテキストメッセージで先行して提供開始。音声通話とインター
ネット通信は未対応（2025年6月時点）
※衛星捕捉まで時間を要する場合や、一時的に停波する場合があります
※�ご利用環境等により、接続が制限される場合があります。また、一部地域においては接続されない場合があります

混雑時でも、より快適につながる※

“au 5G Fast Lane”

au 5G基地局

au 5G Fast Lane

相対的に多くの 
無線リソースを割り当て

一般のお客さま

※�対象プランで5G SA契約／au 5GSA対応の対象スマートフォンが必要。
環境によりau 5G Fast Laneによる効果が体感し難い場合あり

■ 高品質な通信を支える
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買い物体験のアップデート

ー リテール ー ー ロジスティクス ー

ー BPO ー

Real × Tech Convenience

省人化や効率化に貢献

無人・自動倉庫

AIエージェント CSのパーソナライズ化

空間演出
サイネージ

AI
サイネージ

スマホレジ クイック
コマース

自動陳列
ロボ

清掃ロボ

オペレーティングモデル変革
蓄積したナレッジを活かし、お客さま体験向上や省人化・効率化を実現
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サテライトグロース戦略

デジタルデータ×AIによる新たな価値創出

さらなる進化のカギは「AI」によるハイパーパーソナライゼーション
通信により膨大なデジタルデータとAIをつなぎ、新しい価値を創出していきます。当社は通信

マルチブランド戦略の進化
KDDIは、「ずっと、もっと、つなぐぞ。au」のスローガンのもと、エリア拡大や通信品質の改善

を積み重ね、マルチブランド（au、UQ mobile、 povo）共通の高品質なネットワークを磨きあげ
てきました。その共通の土台のもと、通信の新たな価値を加え、マルチブランド戦略を進化させま
した。auではメインブランドとしての「安心・使い放題」の価値を体現し、新たな「つながる体感」
価値として、au 5G Fast Lane、au Starlink Direct※1に加え、海外でもデータ使い放題のau
海外放題※2を毎月15日分セットにしたプランを提供するなど、付加価値の高いサービスを提供し
ます。UQ mobileでは、「シンプルでおトク」を追求した価値をお届けし、povoではオンライン専
用、自由にトッピングできる価値を提供します。
※1 �衛星捕捉まで時間を要する場合や、一時的に停波する場合があります。ご利用環境等により、接続が制限される場合があります。ま

た、一部地域においては接続されない場合があります
※2 �一定期間内 （24時間単位）に大量のデータ通信があった場合、通信速度を制限することがあります

回線やサービス等のオンラインでのお客さま接点を多く保有しています。さらにauショップやロー
ソンなどのオフラインチャネルも保有しており、この豊富な顧客接点と「つなぐチカラの進化」によ
り作り上げた通信基盤を通じて、日々の事業から膨大なデジタルデータを蓄積しています。当社
は、この「デジタルデータ」と「AI」が、あらゆる産業のDXを加速化する好機と捉えており、「デジ
タルデータ」と「AI」をつなぎ、個人のお客さま、法人のお客さまに合わせた新たな価値を提供し
ていきます。個人のお客さまには、一人ひとりに寄り添ったライフサポートを、法人のお客さまに
は、各企業それぞれの持つオペレーティングモデルの変革をご提供できると考えており、今後取り
組みを推進していきます。

注）�法人のお客さま数は2025年1月時点、それ以外は2025年3月時点。ローソンは有効数字3桁、それ以外は有効数字2桁で四捨五入
※1 auショップとUQスポットの合算

法人のお客さまのオペレーティングモデル変革
KDDIは約40万社の法人のお客さまと接点があり、お客さまに関するナレッジを蓄積していま

す。そのナレッジを活かし、お客さまのオペレーティングモデル変革にも貢献していきたいと考え
ています。
例えば、リテール業界において、店舗などから得られたデータと、KDDIが保有するデータをか

け合わせ、店舗運営の省力化と、利便性向上により、お客さまの買い物体験のアップデートを実現
していくことや、リテール業界だけでなく、ロジスティクス、BPOなど、あらゆる産業を対象に、蓄
積したナレッジを活かして省人化や効率化の提案を加速していきます。

DX浸透加速化の好機
通信であらゆる産業のデジタルデータとAIをつなぎ、最適な価値を提供

ハイパーパーソナライゼーションto C to B

データ

高品質・超高速ネットワーク

ライフサポート オペレーティング
モデル変革

チャネル 通信回線 サービス

auショップ※1

約2,100店舗
IoT
約5,100万回線

法人のお客さま
約40万社

LAWSON
約14,700店舗

FTTH
約560万回線

スマホ稼働数
約3,300万契約

Pontaパス
約1,500万会員

決済（クレカ・auPAY）
約4,800万会員

でんき
約350万契約
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AIサービス

26.3期実装予定

大阪堺データセンター
パートナーとともにデジタルデータ×AIを支えるインフラを構築

AI データセンター

2025年4月シャープ堺工場売買契約締結
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サテライトグロース戦略

パートナーとともにAI基盤を構築
AIサービスを提供するための基盤の構築もパートナーとともに着実に実施していきます。

シャープ堺工場については、売買契約を2025年4月に締結し、26.3期中に大阪堺データセンター
として本格稼働を目指しています。また、大阪堺データセンターのGPU基盤上でGoogleの
Geminiを提供していきます。

「あなたに気付く街 みんなで築く街」に向けた実験開始
KDDIは、東日本旅客鉄道株式会社（以下 JR東日本）や株式会社ローソンをはじめとする共創

パートナーとともに、TAKANAWA GATEWAY CITYにおいて、「あなたに気付く街 みんなで築
く街」に向けた未来への実験（以下 本実験）を開始しました。
KDDIは2025年7月1日の本社移転を契機とし、約13,000名のKDDIグループ社員をモデ

ルケースとして本実験を進めていきます。「未来への実験場」での取り組みを通して人々の生活体
験を変革させるとともに、将来的には実験で得た知見をもとに他の都市や地方に合わせて横展開
していきます。

「街に訪れる人」と「街で働く人」へ新たな価値を

KDDIは本実験を通して、高輪の街に足を踏み入れた瞬間に“スイッチ”が入り気分が上がるよう
な体験を「街に訪れる人」と「街で働く人」へ提供していきます。この体験は、人の流れや街の設備
データ、KDDIの持つ興味関心データやJR東日本の持つ鉄道データなどのさまざまなデータを収
集・分析する基盤であるデジタルツインプラットフォームをはじめとした、WAKONX SmartCity
のアセットを活用することで実現します。

■ 高輪での取り組み

「未来への実験場」である高輪での取り組み
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KDDIと株式会社ローソンは2025年6月23日に、TAKANAWA GATEWAY CITYに、リア
ルの温かみとテックの力を融合させた未来コンビニ「Real×Tech LAWSON」1号店として、「ロー
ソン高輪ゲートウェイシティ店」を開店しました。
本店舗では、ローソンのお店、高輪のマチが持つ多様なデータを、KDDIの持つ通信やテクノロ

ジーの「つなぐチカラ」で連携・循環させ、お客さまに新しい体験を提供します。
また、限られた人手でも持続可能な
店舗オペレーションを確立すること
で、コンビニの生活インフラとしての
役割を支え続けるとともに、従業員が
より働きやすい店舗づくりを目指すた
め、店舗運営においてもテクノロジー
を活用します。

	 CSOメッセージ
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サテライトグロース戦略

街に訪れる人に提供する「ハイパー・パーソナル体験」
街があなたの好みや状況に気付き合わせてくれる「ハイパー・パーソナル体験」を提供します。
国内初の取り組みとなる、改札などのゲートを通過した際に一人ひとりの趣味嗜好に合わせタイム
リーな情報を教えてくれるアプリ配信や、AIで分析した属性情報や個人の好みに合わせて商品を
配送するロボットなどで、“おもてなし”します。

街で働く人に提供する「ハイパー・パフォーマンス体験」
潜在能力を最大限に引き出し、ともに街を築き上げていく「ハイパー・パフォーマンス体験」を
提供します。街の店舗運営者向けには、イベント開催時に混雑状況の事前シミュレーションや、参
加者の人数・属性分析、イベント終了後のレポートまで一貫して行うとともに、AIによる改善点の
示唆出し機能を備えた、データダッシュボードを提供します。これにより混雑状況に合わせた人流
誘導や最適な商品準備が可能となり、店舗の売り上げ向上に寄与します。

タッチトリガーによるまちアプリ配信：高輪ゲートウェイ駅の改札を
通過すると、その時に開催されているイベントや店の混雑情報な
ど、個人の趣味嗜好に合わせてパーソナライズされた“今”必要な
情報を、アプリを通じてプッシュ通知

3Dシミュレーション：災害時の避難誘導や広場イベントの人流を
3D映像で確認できる「3D都市モデル」でシミュレーションし、安
全な都市生活の維持に活用

回遊ロボット：デジタルツインプラットフォーム上で、防犯カメラ
データを用いて来訪者の属性や状況をAI分析し、ロボットが来訪
者の好みに合わせた商品を配送

イベントレポート：イベント終了後、売上計画や人流データをもと
に成功度を分析。今後のイベントに活用可能

 �ヒト、マチ、エキをつなぐ未来の実験場！「TAKANAWA GATEWAY CITY」に潜入

KDDIとローソン、TAKANAWA GATEWAY CITYに
「未来のコンビニ」第1号店をオープン	

新しいお客さま体験
「マチのほっとステーション」としてローソンが育んできたリアルならではの温かさとテックの活
用で新しい体験をお客さまに提供します。
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サテライトグロース戦略

新しい店舗運営
本店舗では、店舗業務を支援する複数の

ロボティクスを導入し、リアル店舗のオペ
レーションをデータ化して分析可能にするこ
とで、効率的な店舗運営を目指します。
ロボットが負荷の高い業務を担うことで、従
業員は空いた時間をお客さまへの接客や売り
場づくりなどに充てることが可能となります。

AIサイネージ

飲料陳列ロボ

店内可視化・AIエージェント

自動調理ロボ

AIカメラによりお客さまの行動に合わせ商品をレコメンドするサイ
ネージ

自動掃除ロボ

スマートシティ連携

高輪のマチの情報（天気、電車遅延、マチの混雑情報など）をリアル
タイムで配信

プライスレール連動サイネージ

レールをタッチすることで商品の詳細情報を表示するサイネージ

ブース内に設置したリモート接客システムを通じて、通信・ヘルスケ
ア・金融・清掃・家事代行など相談可能

リモート接客体験（Pontaよろず相談所）

オフィス環境に特化した実験店舗を始動

2025年7月、TAKANAWA GATEWAY CITY内KDDI本社の社員専用フロアに「ローソン 
S KDDI高輪本社店」を開店し、オフィス環境に特化した「Real×Tech LAWSON」の実験店舗と
して運営を開始しました。本店舗では、利用者がKDDI社員に限られる環境を活かし、オフィスで
働く人（オフィスワーカー）の生産性の向上などに寄与する利便性や体験価値を提供するコンビニ
の実現に取り組みます。店舗内にレジが存在しない実証店舗で、店舗と連携した専用アプリ「オ
フィスローソンアプリ」を中心に、オフィスワーカーのデータを活用しながら、一人ひとりのニーズ
に最適化したスマホセントリックな購買体験を提供していきます。
「オフィスローソンアプリ」には、レジに並ぶことなく決済が完了するスマホレジを導入するとと
もに、アプリ上で一人ひとりの購買履歴をもとにパーソナライズされた商品のレコメンドなどを行
います。また、配送ロボットがエレベーターなどのファシリティと自動連携し、ローソン店舗の商品
をオフィスの執務室内までデリバリーしたり、オフィス内を回遊販売したりすることで、フロアを移
動することなく商品の購入が可能になります。

KDDIとローソンは今後、「ローソン高輪ゲートウェイシティ店」や社員専用店舗「ローソン S KDDI
高輪本社店」での実証結果をもとに高輪で「Real×Tech LAWSON」の仕組みを構築し、店舗や
オフィス、高輪のマチ全体の課題解決やイノベーション推進を目指します。高輪での実証結果をも
とに、日本全国、将来的には海外展開も視野に、他店舗への拡大を目指していきます。

リテールテックにより収集したローソンのお店、お客さまの情報とともに、高輪のマチの情報（都
市OS）も活用していきます。データの循環を通じて、地域に寄り添う生活インフラのコンビニのあ
り方を進化させていきます。

 �未来コンビニ「Real×Tech LAWSON」オープン。KDDIとローソンの新たな挑戦
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あらゆるものに通信が溶け込み進化し続ける今日、モビリティの在り方も変わりつつあります。モビリティ・
ゾーンでは、多様なモビリティと人々とが共存していく未来を紹介しました。

P I C K  U P

CEOメッセージ

CSOメッセージ

CFOメッセージ

価値創造ストーリー

マテリアリティ

サステナビリティ中期目標

	 CSOメッセージ

▶	 サテライトグロース戦略

	 知的財産戦略

	 マテリアリティ

「MWC Barcelona 2025」への出展

AI Drone Operation
コンビニにAIドローン
やStarlinkを配備し、
日常時はインフラ点検
や街の見守り、災害時
は捜索や衛星通信の
提供が可能に。コンビ
ニが地域の安心・安全
を見守る拠点となるこ
とを紹介しました。

サテライトグロース戦略

KDDIは2025年3月3日から3月6日、スペイン・バルセロナで開催された世界最大のモバイル関連展示会「MWC Barcelona 2025」に出展しました。
MWC Barcelona 2025では、「つなぐチカラの進化」の具体を多彩なユースケースを通して紹介しました。社会インフラの拠点でもあるコンビニ、そこ

から拡がっていく未来のモビリティ社会、そしてそれらを支えるオープンイノベーションなど、Life Transformationの最前線を紹介しました。

バーチャル受付
日本の有名バーチャルキャラクター
「#kzn（キズナ）」がKDDIのアンバサ
ダーに就任。ご来場の皆さまに展示コ
ンセプトや展示内容を紹介しました。

AI Mobile Autonomous Shopping
自動運転車両の車内に
陳列された商品をス
マートフォンで購入す
ることが可能となるな
ど、「コンビニ」があな
たのもとにやって来る
体験をお楽しみいただ
きました。

KDDIは通信とAIが融合したインフラ基盤を提供していきます。AI・
ゾーンでは高品質なインフラ基盤を提供するための取り組みを紹介
しました。

日本の生活インフラ「コンビニ」を、AIとテクノロジーの力でアップデート。リテール・
ゾーンでは、おすすめ商品を提案するAI商品棚、生活の困りごとを解決するAI相談
ブース、スマホレジ、自動品出しロボット、災害点検ドローンなどを紹介しました。

The Power of AI
グローバル展開しているデータセン
ター事業（TELEHOUSE）の技術・運
用ノウハウをいかし、次世代のAIデー
タセンターを構築。大規模電力を保有
する工場の再利用や柔軟性に優れた
コンテナを利用するなど、多彩なアプ
ローチについて紹介しました。

AI Consultation
AIによるリアルタイム応答やアバター接客を通じて通
信サービスや金融、ヘルスケアなど多様な相談が可
能に。生活に密着した新たなサービスの提供拠点と
なることを紹介しました。

AI Digital Signage
エッジAIカメラにより、お客さまごとに最適な情報を
リアルタイムにレコメンド。おトク情報を適切なタイミ
ングでお届けし、これまで以上に満足度の高いお買い
物体験が可能になることを紹介しました。

AI Digital Telco
GenZをターゲットとしたDigital Telco“povo”が提
供する“povo SDK”を起点としたB2B2Xの取り組み
について、国内外のケーススタディと今後の展望を紹
介しました。

AI Restocking System
AI自動制御により、リアルタイムでの在庫管理や時間
帯や需要に応じた品出しなどの店内業務を24時間
365日サポート。深刻化する労働力不足などの社会
課題に貢献することを紹介しました。

Experience Telco AI
KDDIはAIと融合したネットワークの
構築に努めています。ご来場の皆さま
に、Telco AIのサポートを受けなが
ら、ネットワーク運用者として障害復旧
やネットワーク構築をするデモンスト
レーションを体験いただきました。

AI Mobility Society
「WAKONX Mobility」
で目指す未来のモビリ
ティ社会と、それを通信
とAIの力でどのように
支えていくのか、ユー
スケースとともに紹介
しました。

Global Connectivity
KDDIがワンストップ
で提供するコネクティッ
ドサービスについて、
カメラで撮影した素材
をスムーズに伝送でき
るユースケースや、自
動車・ドローンなど多
様なモビリティへの広
がりについて紹介しま
した。

RETAIL MOBILITY

KDDIは、スタートアップが持つ無限の可能性を信じています。出資やパートナーシップを通じて、ともに新
たな体験価値を創出するため、革新的な技術とのコラボレーションを常に探求しています。

BEYOND

AI Space Exploration
Apple Vision Pro を
活用した、未来の宇宙
空間での無重力ショッ
ピング体験や国際宇宙
ステーション船内の自
由探索など、没入感あ
ふれる体験をお楽しみ
いただきました。

AI Open Innovation
KDDIとのコラボレー
ションにより展示が実現
した多彩なスタートアッ
プの情報や、KDDIの
オープンイノベーショ
ン戦略について紹介し
ました。

AI Telecommunication

MWC Barcelona 2025には、KDDIの挑戦を全世界へ発信していくこと、新たなパートナーと出会い新しいビジネスを創造すること
を目的に出展しました。出展に際し全事業本部と連携。若手社員を中心とした100名超の社内外の関係者の皆さまとともに、意見を
出し合い協力しながらブースを作り上げることができました。実際に完成したブースを目にした際の感動は今でも脳裏に焼き付いてい
ます。会期中は多くのお客さまに来場いただいた他、「未来を体感できた」「ユースケースが魅力的」「展示内容の実用化が待ち遠しい」
等の嬉しい声をいただくことができました。引き続き、グローバル市場におけるKDDIのプレゼンス向上を目指していきます。

渉外・広報本部　広報部　堀内 優里

 MWC Barcelona 2025 - KDDI株式会社
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サテライトグロース戦略

KDDIは、2025年4月13日に開幕した2025年日本国際博覧会にて、「フューチャーライフ万博・
未来の都市（以下、「未来の都市」）」のプラチナパートナーとして協賛し、株式会社 日立製作所（以
下 日立）と共同展示を行いました。
両社は「Society 5.0が目指す未来の都市＝経済発展と社会課題の解決を両立する人間を中心

とした都市の姿を浮かび上がらせる舞台」というビジョンに深く共鳴し、博覧会協会と未来の都市
に参画の10者とともに、未来の都市像を描きました。

「未来の都市」での展示内容

「未来の都市」は、公益社団法人2025年日本国際博覧会協会によるテーマ展示・コモン展示、
KDDIを含む協賛各者による個者展示から構成されており、パビリオン全体を通して1つのストー
リーにつながり、来場者が未来の暮らしを考える場となっています。

この中でKDDIと日立は、「Society 5.0と未来の都市」をテーマとした「Mirai Meeting（ミラ
イミーティング）」を共同展示しました。
サイバー空間とフィジカル空間が融合した本展示は、人々が生き生きと暮らす人間中心の社会、
Society 5.0の実現に向けて、来場者にさまざまな問いを投げかけ、未来の都市像についてともに
考える場となっています。また、KDDI VISION 2030「『つなぐチカラ』を進化させ、誰もが思いを
実現できる社会をつくる。」という理念を体現するものであり、特に次世代を担う子どもたちが自ら
の未来について考え、行動を起こすきっかけとなる体験を提供し、その成長を応援しています。

参画企業との共創により「バーチャル未来の都市」を提供

日立との共同展示に加えて、「未来の都市」をKDDIのメタバース・Web3サービスプラットフォー
ム「αU（アルファユー）」上に実装した「バーチャル未来の都市」を提供しました。
バーチャル未来の都市は「自分たちの生きていたい未来を考える」をコンセプトとする仮想空間

です。未来の都市のテーマ「幸せの都市へ。」に基づき、KDDIおよび未来の都市の協賛9者が共
創し、Society 5.0が目指す人
間中心の都市空間を構築しま
した。アバターを介して社会課
題を解決した未来の姿や未来
を支える技術に触れていただ
くなど、バーチャルならではの
独自体験を可能としました。

今回の出展にあたり、日立製作所さまとは2年半以上前から週に2～3回の打ち合わせを重ねてきまし
た。その際、私たちが大切にしていたのは、ワンチームで挑むこと。各社の役割を明確に分けるのでは
なく、2社が一丸となってその時々の課題に柔軟に対応してきました。Mirai TheaterもMirai Arcade
も、1社だけでは実現できなかったと感じています。未来を担う子どもたちをターゲットに、コンセプト
である「未来は自分たちで変えられる」を実感できる体験型展示を制作しました。この体験が子どもた
ちにとって未来を考え、行動するきっかけになることで、未来人財の育成にも寄与できていれば嬉しく
思います。

ブランドマネジメント部 大阪・関西万博準備室　室伏 宏通

Mirai Arcade
大型タッチパネルを用いたゲームコーナー仕立てで、
最大3名でプレイできる協力型シューティングゲーム
です。画面に表示される気候変動や都市過密化などの
現代の社会課題に対して、「ミライボール」を投げて未
来を変える体験ができます。

Mirai Theater
来場者120名が一度に入場できるシアター形式の施
設です。ストーリーは、2035年の未来に住む子どもか
らSOSを受け取るところから始まります。未来の課題
や選択肢について理解を深めながら、スマートデバイ
スを通じて解決策を選択することで、未来の都市がど
のように変わるのかを体感いただけます。

大阪・関西万博「フューチャーライフ万博・未来の都市」への協賛

©Expo 2025
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バリューチェーン

⃝�通信品質に関する 
ビッグデータ

⃝�お客さまの声の 
ビッグデータ

⃝�カスタマー 
センター

⃝�SNS

⃝�AI活用による 
トラフィック量 
予測・障害検知

⃝運用自動化

⃝�統合監視センター 
2拠点化

⃝24/365 監視

⃝�Massive MIMO 
（Dual Band 等）

⃝�上り通信品質強化
（HPUE）

⃝�通信網の仮想化・
Open化

⃝�帯域管理 
NWスライシング

⃝�地上基地局

⃝�衛星基地局

⃝�端末メーカー 
プラットフォーマー

⃝�商業地域・鉄道路線 
・イベント・レジャー
スポット・観光地 
などの関係者

⃝�ミリ波・Sub6・ 
NR化の 
周波数活用

⃝�業界最多の基地局
展開（5G・Sub6）

⃝�Sub6の 
高密度配置

⃝�通信経路見直し
チューニング 
改善適用の高速化

⃝高速・大容量

⃝安定した上り通信

⃝�混雑時でも 
より快適な通信

⃝�お客さま 
生活動線を重視した
エリア展開

⃝au（5G/LTE）

⃝�au Starlink Direct

⃝au 5G Fast Lane

⃝�マルチブランド展開
（UQ mobile, 
povo）

無
形
資
産（
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
等
）

サービス品質エリア設計／構築パートナリング技術運用カスタマーサポート
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お客さまの声をビッグデータ化品質に関連するビッグデータ

ネットワーク端末 ネットリアル

改善施策の実行

高品質な通信

アプリ～基地局 
ログデータ

体感品質 
データ

カスタマー 
 センター SNS

ビッグデータ分析

	 CSOメッセージ

	 サテライトグロース戦略

▶	 知的財産戦略

	 マテリアリティ

知的財産戦略

知的財産マネジメント
KDDIは、知的財産をサステナブルな事業成長のための重
要な経営資源と位置付けており、事業戦略と一体化した知的
財産活動を推進しています。

注力領域におけるイノベーションをさらに推進し、事業拡大
に向けて、競争優位性のある特許ポートフォリオとノウハウを
拡充していきます。

通信を核としたイノベーションの推進

KDDIは、研究開発、サービス企画・運用の各場面で、知財・
無形資産（技術、発明、ノウハウ、ブランド、デザイン、データ、ソ
フトウェア、パートナリング、サプライチェーンなど）を創出・活用
しており、これらは会社を支える重要な経営基盤となっています。
5G通信を核とした注力領域の拡大を目指す「サテライトグ

ロース戦略」推進のため、これらの領域における事業競争力の
向上を図るべく特許ポートフォリオの充実やノウハウの獲得に
取り組んできました。その結果、特許件数とパテントスコア（特
許の注目度）は増加しています。

■ KDDIの特許件数とパテントスコア※1の推移

※1 �株式会社パテント・リザルトのBiz Cruncherを使用し、KDDI作成
※2 モビリティ、宇宙、ヘルスケア、Web3・メタバース、スポーツ・エンタメ

■ 通信品質改善の取り組み

■ 高品質な通信を支える無形資産

パ
テ
ン
ト
ス
コ
ア

■ コア  ■ 金融  ■ DX  ■ エネルギー  ■ Orbit2※2  ■ その他  ● パテントスコア

特
許
件
数

4,500

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

（件）
14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0
（期）16.3 17.3 18.3 19.3 20.3 21.3 22.3 23.3 24.3 25.3

「つなぐチカラの進化」を支える
知財・無形資産	

（1）高い通信品質を支える無形資産
サテライトグロース戦略のコアである通信は、社会的に欠

かせないインフラであり、継続的に品質改善を行っています。
カスタマーセンターへのご要望やSNSに書き込まれたお客
さまの声、端末や基地局の通信ログ等に加え、外部評価機関
のデータを取り入れ分析を行っています。また、ネットワーク
全体の通信経路見直しなど、年間100件以上のチューニング
を繰り返し実施しています。
これらの地道な取り組みを通じて蓄積された技術・ノウハウ

こそが、KDDIの高品質な通信を支える無形資産です。

データの分析やお客さまへの調査を通じて、将来における
利用動向の予測を丁寧に積み重ね、社会の急速な変化や多様
化するニーズにも柔軟に対応できるよう備えています。
競合他社にはない無形資産によって、KDDIにしか提供でき

ない高い付加価値を提供し、持続的な企業価値の向上につな
げています。
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P I C K  U P

CEOメッセージ

CSOメッセージ

CFOメッセージ

価値創造ストーリー

マテリアリティ

サステナビリティ中期目標

地上通信 
圏外

（社）
30
25
20
15
10
5
0

20.3 21.3 22.3 23.3 24.3 25.3

知
財
支
援
先
企
業（
累
計
）

■ グループ会社　 ■ スタートアップ
（期）

・所定情報（メッセージ等）
・宛先

特許7662911

宛先の登録が 
ある場合に転送

	 CSOメッセージ

	 サテライトグロース戦略

▶	 知的財産戦略

	 マテリアリティ

知的財産戦略

（2）通信エリアの差別化を支える知財・無形資産
通信品質だけでなく、エリア差別化にも取り組んでいます。

「au Starlink Direct」により、お客さまのスマホから「空が見
えれば、どこでもつながる」を実現しています。
この実現に当社は制度整備から携わってきました。世界無
線通信会議（WRC-23）に当社社員が日本代表として参加、
国際的な制度化の道を開くことに成功しました。また、国内に
おいては、他システムとの共用調整の実施等、衛星直接通信
のための技術的条件策定に貢献することで、制度改正、免許
交付を受け、サービス開始に至っています。
さらに、衛星通信によるテキストメッセージの送受信や、位
置情報の共有等が可能となる「衛星モード」を幅広く端末に搭
載するために、端末プラットフォーマーやメーカー等との交渉・
調整を実施。地上周波数との共用によるauのお客さまの体感
品質維持を両立するためのチューニング作業など、KDDIの
技術・ノウハウが活かされています。
このように、KDDIの技術・ノウハウやパートナリングを活
かすことによって、お客さまにとって高い付加価値の創出に
至っています。
技術・ノウハウ、パートナリングなどの無形資産の活用だけ

でなく、お客さまとの接点を強化するため、差別化した通信エ

リア上でのビジネスモデル特許などの知的財産権を獲得し、
サービスでも競争優位を築き、事業成長を支える取り組みを
行っています。

ブランド価値の向上

「KDDI VISION 2030」の実現に向けた取り組みを発信す
るオウンドメディア「KDDIトビラ」を中心に、TVCMや協賛活
動、ブランド体験施設「GINZA 456」など、さまざまなお客
さま接点を通じて、KDDIブランドへの共感や期待の醸成を
図っています。
また、2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）の未来社
会ショーケース事業「フューチャーライフ万博・未来の都市」
のプラチナパートナーとして、「Society 5.0と未来の都市」を
テーマに株式会社 日立製作所と共同出展しました。本出展で
は、通信・デジタル技術を活用した未来都市の姿を体験型展
示で発信し、KDDIの技術力と社会課題解決への姿勢を広く
認知していただくことができました。次世代を担う子どもたち
が、自らの未来について考え、行動を起こすきっかけとなる体
験を提供するとともに、当社の技術やアイデアを実際の展示
に活用することで、その価値を社会に示し、持続可能な未来へ
の貢献を体現しています。
ブランドメッセージ「Tomorrow, Together」のもと、パー

トナーとともに持続的に成長・発展する未来に向けて、新しい
体験価値を創造し、ブランド価値を高めていきます。

事業共創のためのパートナーシップの深化

「サテライトグロース戦略」において、当社の強みである5G
通信とシナジーのあるサービスの拡充を進めるには、多様な
パートナーの皆さまとのコラボレーションが必要となるため、

KDDIグループの事業成長のための
知的財産活動の推進	

KDDIは、グループ会社やスタートアップなどとの共創事業
の成功のためには、共創相手の知的財産活動（侵害リスク回
避、特許取得など）の適切な実行が必要となることから、知的
財産管理の体制に課題を抱えるグループ会社や出資先のス
タートアップに応じた最適な知的財産活動が実施されるように
支援しています。

■ 差別化した通信エリア上でのビジネスモデル特許

サーバが、ユーザ端末から所定情報と宛先を衛星局を介して受信し、宛先が登録されて
いる場合に送信する。

290社超のスタートアップと100社の
パートナー企業をマッチング（2024年度実績）

スタートアップ152社に出資
（2025年4月末までの合計）

スタートアップ10社に出資
（2025年4月末までの合計）

スタートアップ10社に出資
（2025年4月末までの合計）

パートナーシップの深化を図っています。
例えば、大企業連合でスタートアップの成長を支援する事

業共創プラットフォーム「KDDI ∞ Labo」、KDDIグループが
支援するコーポレートベンチャーキャピタル「KDDI Open 
Innovation Fund」等があります。いずれも新規事業を創出
するための重要な無形資産と位置付けています。

■ �知財活動の支援先（グループ会社・スタートアップ）の企業数推移
宛先（家族等）

D2C

サーバユーザ
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長期投資家等マルチステークホルダーの関心事項と事業へのインパクトを軸に、中期経営戦略における課題をマッピングし集約しました。当社の事業変革に必要なイノベーションの推進、事業の多様化
に伴う人財強化やガバナンス強化、気候変動など国際社会の課題意識の高まりに対応しています。

P I C K  U P

CEOメッセージ

CSOメッセージ

CFOメッセージ

価値創造ストーリー

マテリアリティ

サステナビリティ中期目標

	 CSOメッセージ

	 サテライトグロース戦略

	 知的財産戦略

▶	 マテリアリティ

サステナビリティ中期目標（23.3期-26.3期）

6つの重要課題（マテリアリティ）

6つの重要課題（マテリアリティ）

6 ステークホルダーのエンゲージメント向上

8つの提供価値

1 通信を核としたイノベーションの推進 2 安心安全で豊かな社会の実現 3 カーボンニュートラルの
実現 4 ガバナンス強化によるグループ経営基盤強化 5 人財ファースト

企業への変革

未来社会の創造

①
サステナブルな産業・
インフラ環境の実現

②

地域共創の実現

③
グローバルでの

地域・経済格差の解消

④
カーボンニュートラルの

実現

⑤
KDDIグループ全体の

経営基盤強化

⑥

人権の尊重

⑦
多様なプロ人財の活躍と

エンゲージメント向上

⑧

「守り」の経営基盤強化「攻め」のサテライトグロース戦略

マテリアリティ 提供価値

1 通信を核としたイノベーションの推進 ① 通信を核としたサテライトグロース戦略により、お客さまの日常で実感できるイノベーションを推進し、未来社会を創造する
② 通信その他の社会インフラ・つながるクルマに対して、革新的なソリューションを提供することで、サステナブルな産業・インフラ環境を実現する

2 安心安全で豊かな社会の実現 ③ 通信を核としたDXにより人と地域の想いをつなぎ、情報格差、地域課題を解決することで、地域共創を実現する
④ 海外新興国にて通信と周辺サービスの維持拡充を図り、現地の経済発展に貢献することで、地域・経済格差を解消する

3 カーボンニュートラルの実現 ⑤ �KDDIグループの2030年度カーボンニュートラル実現※に加え、お客さまへ再生可能エネルギー電気を提供し、地球規模の課題である気候変動問題の解決に
貢献する ※Scope1＋Scope2

4 ガバナンス強化によるグループ経営基盤強化 ⑥ KDDIグループ全体のガバナンス強化による強固な経営基盤の確立を通じて、社会・環境価値を創出する
⑦ あらゆる事業活動において人権を尊重するとともに、サプライチェーンでの人権侵害を撲滅し、社会の持続的成長に貢献する

5 人財ファースト企業への変革 ⑧ 多様かつ高度なプロ人財の活躍と挑戦心あふれる企業風土の醸成により、イノベーションを創出し、社会の持続的成長に貢献する

6 ステークホルダーのエンゲージメント向上

KDDI  サステナビリティ統合レポート 202531
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KDDIは、中期経営戦略（23.3期-26.3期）の策定に伴い、以下のプロセスにてサステナビリティに関する重要課題（マテリアリティ）を見直しました。

1. サステナビリティ情報開示の国際的なガイドラインであるGRI要請項目および情報通信業界に対するESG評価機関の要請事項から、重要課題を抽出

2. 「長期投資家等マルチステークホルダーの関心事項（縦軸）」と「事業へのインパクト（横軸）」をそれぞれ点数化し、優先順位を設定

3. 社外有識者等へのヒアリングによりいただいたご意見を反映し、6つの最重要課題（マテリアリティ）を特定

4. サステナビリティ委員会および取締役会で妥当性を審議し、確定

当社の意思

事業へのインパクト より重要重要

より重要

長
期
投
資
家
等
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
心
事
項

外
部
視
点

4-1 1-1

6-1

5-1

3-1

2-1

2-2

4-2

5-2

4-5

4-6

4-7

5-3

4-3

4-4

3-2

■ 重要課題マトリクス

※マテリアリティ選定時点（22.3期）の内容

マテリアリティ

1
通信を核としたイノベーションの推進
1-1　�通信を核としたサテライトグロース戦略により、お客さまの日常で実感できる 

イノベーションを推進し、未来社会を創造する

マテリアリティ

2
安心安全で豊かな社会の実現
2-1　技術革新によりレジリエントなインフラを提供し、安心安全な社会と経済発展を実現
2-2　�DXによる新たな価値創出による情報格差の解消

マテリアリティ

3
カーボンニュートラルの実現
3-1　�脱炭素化推進により社会の持続的成長を達成し、豊かな地球を未来に残す
3-2　�KDDIグループでの2050年度カーボンニュートラルの達成

マテリアリティ

4

ガバナンス強化によるグループ経営基盤強化
4-1　強固なデータセキュリティの構築によるお客さまプライバシーの確保　
4-2　リスクマネジメントの徹底　
4-3　実効的かつ透明性のあるガバナンス体制の整備　
4-4　コンプライアンスの徹底
4-5　人権の尊重　
4-6　公正かつ積極的な情報開示
4-7　持続可能な調達の推進

マテリアリティ

5

人財ファースト企業への変革
5-1　従業員の幸福の追求とダイバーシティ＆インクルージョンの推進
5-2　人財育成とキャリア開発
5-3　健康経営への取り組み

マテリアリティ

6
ステークホルダーのエンゲージメント向上
6-1　�従業員、お客さま、代理店、サプライヤー、株主を含むすべてのステークホルダーとの強固な関係構築

P I C K  U P

CEOメッセージ

CSOメッセージ

CFOメッセージ

価値創造ストーリー

マテリアリティ

サステナビリティ中期目標

	 CSOメッセージ

	 サテライトグロース戦略

	 知的財産戦略

▶	 マテリアリティ

マテリアリティ選定プロセス
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マテリアリティ 提供価値
サステナビリティ中期目標（23.3期-26.3期）

実施内容 指標 22.3期（実績）※1 23.3期（実績） 24.3期（実績） 25.3期（実績） 26.3期（目標）

マテリアリティ 1 
通信を核とした
イノベーションの推進

①未来社会の創造 

サテライトグロース戦略に基づく事業 
創造・研究開発プロジェクトの推進 プロジェクト数（累計） 21件 20件 44件 70件 80件

自治体さまと連携したLXサービスの提供 LXサービス提供地域・施設数の拡大

イノベーションの推進による 
知的資本の強化

5G／Beyond 5G+サテライトグロース関連領域の
保有特許件数 ― 対前年24%増 対前年23％増 対前年21%増 対前年15%増

②��サステナブルな産業・ 
インフラ環境の実現

産業・インフラDXへの貢献 IoT回線数（累計）※2 ※3 25,251千回線 32,787千回線 42,306千回線 51,038千回線 57,500千回線

お客さまの働き方改革を推進 KDDIのお客さま（法人）における、
働き方改革を支援するソリューションの導入率 ― 7% 31％ 35％ 37％

5Gエリアの拡大 5G人口カバー率 政府目標99％（31.3期）への貢献※3

重大事故撲滅 重大事故発生件数（設備障害）
※総務省の事故報告判断基準ガイドライン等に準ずる

0件 2件 0件 0件 0件

マテリアリティ 2 
安心安全で
豊かな社会の実現

③地域共創の実現
地域のデバイド解消支援

支援者数（累計）
※�スマホ教室、店頭サポート、使い方サポート、スマホ・	
ケータイ安全教室、地域体験応援サービスのご利用者数

570万人 567万人 1,180万人 1,717万人 2,000万人

金融格差の解消 決済・金融取扱高※4 11.7兆円 14.3兆円 18.0兆円 21.4兆円 22.1兆円

④�グローバルでの地域・ 
経済格差の解消

新興国におけるグローバル事業の拡大 新興国の国民の人権を尊重し、国民の生活に不可欠な社会インフラの維持に取り組む

モンゴルにおける通信を活用した教育や
次世代の育成

安全なモバイル・インターネット利用等を促すための
教育活動の支援者数（累計） ― ― ― 3,762人 8,000人

マテリアリティ 3 
カーボンニュートラルの
実現

⑤��カーボンニュートラルの 
実現

通信設備を含むKDDIの
カーボンニュートラル化※5

KDDIグループのカーボンニュートラル実現
（Scope1＋Scope2） ※6

CO2排出量：
1.5百万t

CO2排出量：
1.4百万t

CO2排出量：
1.0百万t

CO2排出量：
1.0百万t （目標：FY2030）

全世界のKDDIデータセンターで利用する電力の
実質再生可能エネルギー割合100％の達成

※�他社のデータセンター施設や設備を一部借り受けて	
サービス提供する形態、閉局予定のデータセンターは除く

― 71％ 74％ 85% 100％

ネットゼロの達成（Scope1＋Scope2＋Scope3） ― ― ― ― （目標：FY2040）

追加性ある再生可能エネルギー 追加性ある再生可能エネルギー50％達成（KDDI単体）※7 ― ―

追加性ある再生
可能エネルギー

電力量：
0.9百万kWh

― （目標：FY2030）

次世代再エネソリューションの提供 法人のお客さま向けへのカーボンニュートラル支援ソリューションの提供拡大　※グリーンICT／通信、電力SL、DX-SL、コンサルティング等

P I C K  U P

CEOメッセージ

CSOメッセージ

CFOメッセージ

価値創造ストーリー

マテリアリティ

サステナビリティ中期目標

	 CSOメッセージ

	 サテライトグロース戦略

	 知的財産戦略

▶	 マテリアリティ

サステナビリティ中期目標（23.3期-26.3期）

一部指標・目標値の変更および25.3期実績の追加を行いました。

P.35

P.36

P.37

P.38

P.39
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マテリアリティ 提供価値
サステナビリティ中期目標（23.3期-26.3期）

実施内容 指標 22.3期（実績）※1 23.3期（実績） 24.3期（実績） 25.3期（実績） 26.3期（目標）

マテリアリティ 4 
ガバナンス強化による
グループ経営基盤強化

⑥ �KDDIグループ全体の 
経営基盤強化

グループ全体のガバナンスと
情報セキュリティの強化

重大事故発生件数（設備障害以外）※8

⃝サイバーセキュリティ起因の個人情報の漏えい
および重大なサービスの停止

⃝個人情報の不適切な利用　⃝上記以外の重大事故

0件 0件 0件 0件 0件

先進セキュリティ技術への取り組み件数（累計）※9 4件 7件 12件 20件 23件

⑦人権の尊重

人権を尊重した事業活動の実施 グループ会社を含めた事業活動における人権リスク評価の実施とその結果に基づく改善

人権デューデリジェンス 人権侵害のおそれがある高リスク取引先の
活動改善対応率※10

仕入額
上位約90%の

仕入先に人権尊重
の状況を確認

（回答率98%）

リスク先を 
選定し、 

個別対話と 
改善提案を 

開始

対応率
75％

対応率
100％

対応率100％の
継続

マテリアリティ 5
人財ファースト企業への
変革

⑧�多様な 
プロ人財の活躍と 
エンゲージメント向上

プロ人財育成のためのキャリア開発

各専門領域のプロ人財比率（KDDI単体） ― 35%
※戦略領域

40％
※戦略領域

40％
※全領域

45％
※全領域

全社員におけるDX基礎スキル研修修了者（KDDI単体：累計）
※習得機会はグループ会社へ拡大

― 6,222人 10,721人 全社員 
（12,869人）

※11

社員エンゲージメントサーベイの実施 社員エンゲージメントスコアの維持向上（KDDI単体） 72 73 74 74 72以上を維持

多様性を重視した人財の活躍推進 
（DE&I関連）

女性取締役の構成比率（KDDI単体） 7.1% 16.6% 16.6％ 25.0％ 25％以上

女性経営基幹職の構成比率（KDDI単体・STEM除く）※3 ※12 11.7％ 14.0％ 14.9％ 18.4％ 15%以上

P I C K  U P

CEOメッセージ

CSOメッセージ

CFOメッセージ

価値創造ストーリー

マテリアリティ

サステナビリティ中期目標

	 CSOメッセージ

	 サテライトグロース戦略

	 知的財産戦略

▶	 マテリアリティ

サステナビリティ中期目標（23.3期-26.3期）

※1 サステナビリティ中期目標期間外につき参考値
※2 �サービス開始時からの数値	

26.3期より定義を見直し、一部モジュールサービスを追加	
それに伴い22.3期-25.3期実績を見直し後の数値に変更

※3 �事業環境、社会動向の変化、事業拡大等に伴い指標、目標値を改定
※4 �au PAY 決済額＋au PAY カード 決済額＋auかんたん決済 決済額＋auじぶん銀行 決済額＋ローン実行額
※5 カーボンニュートラル実現への取り組みの詳細はKDDI WEBサイト参照 
※6 �KDDI連結でカーボンニュートラル実現を目指す
※7 ��追加性ある再生可能エネルギー電力量の算出方法を再エネ発電設備の工事完了に基づく12カ月間の発電量予測値から、受電量実績へ見直し。それに伴い24.3期実績を見直し後の数値に変更。	

25.3期実績は26.3期2Q決算公表時に開示予定
※8 主務官庁への報告・届け出等レピュテーションを著しく棄損する事案
※9 KDDI単体、KDDI総合研究所によるニュースリリース・トピックス件数
※10 KDDIグループ調達額90%および人権リスクが把握された取引先が対象
※11 25.3期で目標達成済。26.3期は新規入社者（新卒採用／キャリア採用）に受講を推奨
※12 �受入出向者・在籍出向者ともに含まず集計	

女性比率が低いSTEM領域の職種選択者が80％超の部門は含まず集計	
経営基幹職：組織のリーダーならびに専門領域のエキスパート、実績値は翌年度4月1日時点の比率

P.40

P.41

P.42
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サステナビリティ中期目標の進捗 P.33-34

通信を核としたサテライトグロース戦略により、
お客さまの日常で実感できるイノベーションを推進し、未来社会を創造する未来社会の創造

提供価値 ①

⃝ ��先進的な技術を持つスタートアップへの支援やさまざまな企業との 
コラボレーション

⃝ ����50年以上にわたる衛星通信の歴史と実績、技術・ノウハウ

⃝ ��通信事業でのノウハウや知見の活用による上空での携帯電波の利用

強み

⃝ ��生成AI開発を支える大規模計算基盤の整備に1,000億円投資 

⃝ ��野村総合研究所、ELYZA、KDDI、法人向け生成AI提供で協業 

⃝ ��シャープとKDDI、AIデータセンター構築に関する基本合意書を締結 

25.3期の主な成果

通信を核としたイノベーションの推進マテリアリティ 1

P I C K  U P

CEOメッセージ

CSOメッセージ

CFOメッセージ

価値創造ストーリー

マテリアリティ

サステナビリティ中期目標

サテライトグロース戦略に基づく 
事業創造・研究開発プロジェクトの推進

自治体さまと連携した
LXサービスの提供

イノベーションの推進による 
知的資本の強化

	 CSOメッセージ

	 サテライトグロース戦略

	 知的財産戦略

▶	 マテリアリティ

指 標 指 標 指 標

実施内容 実施内容 実施内容

プロジェクト数（累計） 5G／Beyond 5G+ 
サテライトグロース関連領域の保有特許件数

20件

44件

23.3期	
実績

24.3期	
実績

25.3期	
実績

26.3期 
目標

70件
80件

前年比
24％増

前年比
23％増

23.3期	
実績

24.3期	
実績

25.3期	
実績

26.3期 
目標

前年比
21％増

前年比
15％増

LXサービス提供地域・施設数の拡大
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サステナビリティ中期目標の進捗 

通信その他の社会インフラ・つながるクルマに対して、
革新的なソリューションを提供することで、
サステナブルな産業・インフラ環境を実現する

サステナブルな産業・インフラ環境の実現

提供価値 ②

⃝ ��通信基盤、DXの知見、ノウハウ、人財等の多様なケイパビリティ

⃝ ��IoT領域のトップランナーとして積み重ねた実績・経験

⃝ ��多様な専門分野を持つパートナー企業とのビジネス共創

強み

⃝ リテール向け店舗開発ソリューションを提供開始  

⃝ �Starlink活用によるトンネル建設現場からの3D点群データのリアルタイム伝送に
成功   

⃝ �KDDI、アルティウスリンク、ELYZA、コンタクトセンター特化型LLMアプリを 
開発   

25.3期の主な成果

通信を核としたイノベーションの推進マテリアリティ 1

※総務省の事故報告判断基準ガイドライン等に準ずる

P I C K  U P

CEOメッセージ

CSOメッセージ

CFOメッセージ

価値創造ストーリー

マテリアリティ

サステナビリティ中期目標

産業・インフラDXへの
貢献

お客さまの働き方改革を
推進 5Gエリアの拡大 重大事故撲滅

P.33-34

	 CSOメッセージ

	 サテライトグロース戦略

	 知的財産戦略

▶	 マテリアリティ

指 標 指 標 指 標 指 標

実施内容 実施内容 実施内容 実施内容

IoT回線数（累計）
KDDIのお客さま（法人）における、

働き方改革を支援するソリューションの導入率 5G人口カバー率 重大事故発生件数（設備障害）

32,787
千回線

42,306
千回線

23.3期	
実績

24.3期	
実績

25.3期	
実績

26.3期 
目標

51,038
千回線

57,500
千回線

7％

31％

23.3期	
実績

24.3期	
実績

25.3期	
実績

26.3期 
目標

35％ 37％

政府目標

99% 
（31.3期）への貢献

23.3期実績	 2件

24.3期実績	 0件

25.3期実績	 0件

26.3期目標	 0件
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サステナビリティ中期目標の進捗 

通信を核としたDXにより人と地域の想いをつなぎ、 
情報格差、地域課題を解決することで、地域共創を実現する地域共創の実現

提供価値 ③

⃝ ��全国に張り巡らせた通信インフラと全国のauショップ、ローソン等の店舗による
お客さま接点

⃝ ��5G、IoT、ビッグデータ、ドローンなどの先進技術

⃝ ��ベンチャー企業や地元企業、教育機関などあらゆる分野のパートナーとの 
協働によるノウハウ

強み

⃝ 自治体向け災害復旧支援ツールの試験提供を開始   

⃝ 秩父市でローソン店舗を活用したドローン配送の実証実施  

⃝ 「au PAY カード」「au PAY ゴールドカード」、1,000万会員を突破   

25.3期の主な成果

安心安全で豊かな社会の実現マテリアリティ 2

P I C K  U P

CEOメッセージ

CSOメッセージ

CFOメッセージ

価値創造ストーリー

マテリアリティ

サステナビリティ中期目標

P.33-34

	 CSOメッセージ

	 サテライトグロース戦略

	 知的財産戦略

▶	 マテリアリティ

地域のデバイド解消支援

指 標

実施内容

支援者数（累計）

金融格差の解消

指 標

実施内容

決済・金融取扱高

567万人

1,180万人

23.3期実績 24.3期実績 25.3期実績 26.3期目標

1,717万人

2,000万人

14.3兆円

18.0兆円

23.3期実績 24.3期実績 25.3期実績 26.3期目標

21.4兆円 22.1兆円

※�スマホ教室、店頭サポート、使い方サポート、スマホ・ケータイ安全教室、
地域体験応援サービスのご利用者数

KDDI  サステナビリティ統合レポート 202537
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サステナビリティ中期目標の進捗 

海外新興国にて通信と周辺サービスの維持拡充を図り、
現地の経済発展に貢献することで、地域・経済格差を解消するグローバルでの地域・経済格差の解消

提供価値 ④

⃝ ��現地に根差した通信事業を展開・発展させてきた経験・実績

⃝ ��高い能力を有する現地雇用スタッフ

⃝ ��通信と周辺サービスの拡大による課題解決ノウハウ

⃝ ��グローバルかつローカルな視点でのICTの総合的なソリューションサービス提供

強み

⃝ �開発途上国の子どもたちに平等な教育環境を！  
KDDI財団が支援する子どもたちの未来  

⃝ �モンゴルの次世代を担う子どもたちに平等な機会を！  
デジタルを活用した教育支援事業  

25.3期の主な成果

安心安全で豊かな社会の実現マテリアリティ 2

P I C K  U P

CEOメッセージ

CSOメッセージ

CFOメッセージ

価値創造ストーリー

マテリアリティ

サステナビリティ中期目標

P.33-34

	 CSOメッセージ

	 サテライトグロース戦略

	 知的財産戦略

▶	 マテリアリティ

新興国におけるグローバル事業の拡大

指 標

実施内容

新興国の国民の人権を尊重し、 
国民の生活に不可欠な 

社会インフラの維持に取り組む

モンゴルにおける通信を活用した教育や次世代の育成

指 標

実施内容

安全なモバイル・インターネット利用等を促すための教育活動の支援者数（累計）

26.3期目標

8,000人

25.3期実績
3,762人

モビコムによる支援プロジェクト
⃝ ���ネットいじめの防止やネットリテラシーの向上等を
目的とした小中高生向けのスマホ教室	
「Smart Usage」

⃝ ���スマートフォンやオンライン学習の	
データパッケージの無償提供による教育支援
「Smart Education」

KDDI  サステナビリティ統合レポート 202538
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カーボンニュートラルの実現マテリアリティ 3

サステナビリティ中期目標の進捗 

KDDIグループの2030年度カーボンニュートラル実現※に加え、
お客さまへ再生可能エネルギー由来の電気を提供し、
地球規模の課題である気候変動問題の解決に貢献する

カーボンニュートラルの実現

提供価値 ⑤

⃝ ����通信事業やエネルギー事業で培ったICT技術力や再エネ導入の知見

⃝ ��事業共創やファンドを軸とした多彩なパートナーとの協働実績

⃝ ��個人／法人の顧客基盤ならびに、auショップなどを通じた顧客接点

強み

⃝ �次世代太陽電池「ペロブスカイト型」を用いた実証が 
「第33回地球環境大賞　総務大臣賞」を受賞   

⃝ CDPの気候変動対応「最高評価」を3年連続取得   

⃝ �国際的な気候変動イニシアチブSBTiから「ネットゼロ目標」の認定を取得   

25.3期の主な成果

※Scope1+2

通信設備を含むKDDIのカーボンニュートラル化

指 標

指 標

指 標 指 標 指 標

実施内容
追加性ある
再生可能エネルギー

実施内容
次世代再エネ
ソリューションの提供

実施内容

FY2030にKDDIグループの 
カーボンニュートラル実現（Scope 1＋2）

全世界のKDDIデータセンターで利用する 
電力の実質再生可能エネルギー割合 

100％の達成

FY2030に追加性ある
再生可能エネルギー50%達成（KDDI単体）

法人のお客さま向けへの
カーボンニュートラル支援ソリューションの

提供拡大

1.4百万
t-CO2 1.0百万

t-CO2

23.3期	
実績

24.3期	
実績

25.3期 
実績

目標

1.0百万
t-CO2 FY2030 

カーボン
ニュートラル

実現

24.3期実績

追加性ある
再生可能エネルギー電力量： 

0.9百万kWh※1

FY2040にScope1+2+3ネットゼロの達成
※1 �再エネ発電設備の工事完了後12カ月間の発電量予測値を、受電量の実績値に基づいて見直し。これに伴い、24.3期の実績値

も修正
※2 �グリーンICT／通信、電力SL、DX-SL、コンサルティング等

 KDDI Green Digital Solution

KDDI Green Digital Solutionの
法人のお客さまへの提供※2

P I C K  U P

CEOメッセージ

CSOメッセージ

CFOメッセージ

価値創造ストーリー

マテリアリティ

サステナビリティ中期目標

P.33-34

	 CSOメッセージ

	 サテライトグロース戦略

	 知的財産戦略

▶	 マテリアリティ

23.3期	
実績

24.3期	
実績

25.3期	
実績

26.3期 
目標

100％
71％ 74％ 85％
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サステナビリティ中期目標の進捗 

KDDIグループ全体のガバナンス強化による強固な経営基盤の確立を通じて、
社会・環境価値を創出するKDDIグループ全体の経営基盤強化

提供価値 ⑥

⃝ ��企業理念、KDDIフィロソフィの理解浸透、KDDI行動指針の遵守による 
高い倫理観の維持

⃝ ��高度なセキュリティ技術によるお客さまプライバシーの保護徹底

強み

⃝ �耐量子署名の暗号解読において世界記録を達成   

⃝ �サイバーセキュリティアニュアルレポート2024を公開   

⃝ �LLMによる新しい分類技術を利用した「AIセキュリティポータル」を公開   

25.3期の主な成果

ガバナンス強化によるグループ経営基盤強化マテリアリティ 4

P I C K  U P

CEOメッセージ

CSOメッセージ

CFOメッセージ

価値創造ストーリー

マテリアリティ

サステナビリティ中期目標

P.33-34

	 CSOメッセージ

	 サテライトグロース戦略

	 知的財産戦略

▶	 マテリアリティ

グループ全体のガバナンスと情報セキュリティの強化

指 標

実施内容

重大事故発生件数（設備障害以外）

指 標

先進セキュリティ技術への取り組み件数（累計）

7件

12件

23.3期実績 24.3期実績 25.3期実績 26.3期目標

20件

23件

23.3期実績	 0件

24.3期実績	 0件

25.3期実績	 0件

26.3期目標	 0件

⃝ �サイバーセキュリティ起因の個人情報の漏えい
および重大なサービスの停止

⃝� 個人情報の不適切な利用 

⃝� 上記以外の重大事故
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サステナビリティ中期目標の進捗 

あらゆる事業活動において人権を尊重するとともに、
サプライチェーンでの人権侵害を撲滅し、社会の持続的成長に貢献する人権の尊重

提供価値 ⑦

⃝ ��KDDIフィロソフィをベースとした経営による、人権を尊重する企業文化

⃝ ��責任ある調達活動の実施による持続可能なサプライチェーンの構築

強み

⃝ �「KDDIグループカスタマーハラスメントに対する方針」の策定   

⃝ �総務省による「情報アクセシビリティ好事例2024」に「au Ponta ポータル」 
「auビジュアルガイド」が選定  

⃝ ��取引先72社とのサステナブル調達に関する実地確認・意見交換および 
改善提案の実施   

25.3期の主な成果

ガバナンス強化によるグループ経営基盤強化マテリアリティ 4

P I C K  U P

CEOメッセージ

CSOメッセージ

CFOメッセージ

価値創造ストーリー

マテリアリティ

サステナビリティ中期目標

人権を尊重した事業活動の実施

指 標

実施内容

グループ会社を含めた事業活動における 
人権リスク評価の実施とその結果に基づく改善

 P.61

⃝ �「KDDIグループカスタマーハラスメントに対する方針」を策定
⃝ �KDDIグループが運営する各サービスサイトに、アクセシビリティに関するお問い合わせ窓口を明記
⃝ �海外グループ会社19社において、KDDIグループ人権方針の遵守を表明
⃝ �AI利活用に関する人権侵害に備え、当社運用に関する課題を特定

P.33-34

	 CSOメッセージ

	 サテライトグロース戦略

	 知的財産戦略

▶	 マテリアリティ

人権デューデリジェンス

指 標

実施内容

人権侵害のおそれがある高リスク取引先の活動改善対応率

23.3期実績 24.3期実績 25.3期実績 26.3期目標

リスク先を選定し、 
個別対話と 

改善提案を開始

75％

100％
対応率

100%の継続
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サステナビリティ中期目標の進捗 

多様かつ高度なプロ人財の活躍と挑戦心あふれる企業風土の醸成により、 
イノベーションを創出し、社会の持続的成長に貢献する

多様なプロ人財の活躍と 
エンゲージメント向上

提供価値 ⑧

⃝ あらゆる産業とコラボレーション可能な、DXを中心とした人財育成

⃝ �従来の管理職の概念を覆し、高い人間力を有するプロ人財を育てる 
KDDI版ジョブ型人事制度

強み

⃝ 社員の自律的なキャリア形成支援のため「ジョブ図鑑」を公開   

⃝ KDDI版ジョブ型人事制度、政府の人事指針に先行事例として選定   

⃝ 30の専門領域ごとのプロ人財を全社公開   

25.3期の主な成果

人財ファースト企業への変革マテリアリティ 5

P I C K  U P

CEOメッセージ

CSOメッセージ

CFOメッセージ

価値創造ストーリー

マテリアリティ

サステナビリティ中期目標

P.33-34

	 CSOメッセージ

	 サテライトグロース戦略

	 知的財産戦略

▶	 マテリアリティ

プロ人財育成のためのキャリア開発実施内容 多様性を重視した人財の活躍推進（DE&I関連）実施内容

指 標

女性取締役の構成比率（KDDI単体）

指 標

各専門領域のプロ人財比率（KDDI単体）

指 標

全社員におけるDX基礎スキル研修修了者（KDDI単体：累計）

社員エンゲージメントサーベイの実施実施内容

指 標

社員エンゲージメントスコアの
維持向上（KDDI単体）

指 標

女性経営基幹職の構成比率（KDDI単体・STEM除く）

※1 戦略領域
※2 全領域

23.3期
実績

24.3期
実績

25.3期
実績

26.3期
目標

35％※1

40％※1 40％※2 45％※2

23.3期実績 24.3期実績 25.3期実績 26.3期目標

16.6％ 16.6％

25.0％
25%以上

23.3期実績 24.3期実績 25.3期実績 26.3期目標

72
15

23.3期実績 24.3期実績 25.3期実績 26.3期目標

73
74 74 72以上を維持

23.3期
実績

24.3期
実績

25.3期
実績

10,721人

全社員 
（12,869人）

6,222人

14.0％
14.9％

18.4％ 15%以上

KDDI  サステナビリティ統合レポート 202542

42

Introduction

Value Creation

I N D E X

Data

Governance

Management Base

Strategy

Strategy

https://newsroom.kddi.com/news/detail/kddi_nr-291_3550.html
https://newsroom.kddi.com/news/detail/kddi_nr-253_3513.html
https://newsroom.kddi.com/news/detail/kddi_nr-362_3632.html


ステークホルダーエンゲージメントの考え方は、当社のあらゆる事業活動に適用されます。
KDDIの事業は、お客さま、株主の皆さま、取引先、従業員とその家族、地域社会などのステー

クホルダーの皆さまと関わりを持っています。
KDDIは、事業活動に関わる

すべてのステークホルダーの
皆さまに、「新たな体験価値」
を提供し、ご満足を実現するた
めに、さまざまな活動を行って
います。
活動においては、現状分析

および課題に対する対処方針
を策定し実施しています。支え
てくださるすべてのステークホ
ルダーの皆さまとの対話を尊
重し、ステークホルダーの皆さ
まとの共創を積み重ね、社会
的課題に積極的に取り組み、豊
かなコミュニケーション社会の
発展に貢献していきます。

従業員、お客さま、代理店、サプライヤー、株主を含む
すべてのステークホルダーとの強固な関係を構築

KDDIは、ステークホルダーの皆さまのご意見・ご要望を経営に取り込み、改善する活動を積極
的に実施しています。25.3期は、「AIと人権」に関する当社で特定したリスクと人権侵害を防ぐた
めの体制を中心に、当社取り組みの評価と今後の期待をうかがうステークホルダーダイアログを
実施しました。

 ステークホルダーダイアログ

有識者 いただいたご意見

国立大学法人 九州大学
法学研究院・法学部 
准教授
成原 慧 氏

⃝�法人向けにAIサービスを提供する際、ネットワーク上で多種多様なAIが相互作用し、予測でき
ない結果が生じる可能性がある。対応としては、相手先と情報・インシデント・リスク対処法を
共有することが重要である。
⃝�社内への浸透活動は、従業員に当事者意識を持たせるために、ワークショップなど双方向コミュ
ニケーションを行うべきである。
⃝�AIサービスの運用段階で生じたリスクやインシデントを、AIサービスの企画部門や設計開発
部門にフィードバックすることが大切である。

⃝�取り組みの情報公開は、広島AIプロセスの「報告枠組み」などを通じて国際的に広く開示する
ことも大事だが、国内のステークホルダーに理解しやすい形式で開示することも重要である。

■ �人権をテーマとしたダイアログ

当社の通信を核とした多様な事業を通じて、経済価値に加え社会価値および環境価値を向上さ
せることで、企業と社会の持続的成長を両立するという観点から、「サービスご利用者」「株主／投

ステークホルダーエンゲージメントの考え方

ステークホルダーの特定および優先順位付け手順

ステークホルダーダイアログ

エンゲージメントを行う上での潜在的なリスクとして、目的相違や非現実的な当社への期待など
が発生しないようダイアログなど多様な手法を導入するとともに、定期的な実効性評価により効
果的なエンゲージメントに取り組んでいます。また各国のステークホルダーの方との言語の違い
などによりエンゲージメントへの影響が発生しないよう、WEBサイトにおける英語対応と情報開
示充実を通じステークホルダーのエンゲージメント能力の確保に努めています。各エンゲージメン
ト結果は、社内で報告・共有されることはもちろん、その重要性に応じて各委員会や経営会議など
で報告され、意思決定に反映されます。さらに必要に応じて関係のあるステークホルダーの皆さま
にWEBサイトでの情報開示やレポートなどを通じて共有されます。

資家」「地域社会」「NPO／NGO」「行政機関／業界団体」「取引先（サプライヤー）」「従業員／家族」
の7つを主なステークホルダーと特定しています。またステークホルダーエンゲージメントの実施
にあたり、ステークホルダーの当社事業活動への影響度などを確認した上で、優先順位付けを行っ
ています。

ステークホルダーエンゲージメントのフィードバックとリスク対応

■ �ステークホルダーの相関図

 ステークホルダーエンゲージメント

P I C K  U P

CEOメッセージ

CSOメッセージ

CFOメッセージ

価値創造ストーリー

マテリアリティ

サステナビリティ中期目標

	 CSOメッセージ

	 サテライトグロース戦略

	 知的財産戦略

▶	 マテリアリティ

ステークホルダーのエンゲージメント向上マテリアリティ 6

サービス
ご利用者の
満足

サービス
ご利用者

株主／
投資家

地域社会

NPO／
NGO

行政機関／
業界団体

取引先
（サプライヤー）

従業員／
家族

信頼関係

連携と協調

対話と協働健全な関係

パートナー
シップ

働きがい

すべての
ステークホルダー

＝

「お客さま」
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